
V6
音声入力機能



i-Reporterアプリに、(株)アドバンスト・メディアとの協業により
AmiVoice® SDK for iOS（ローカル認識）を
組み込み 。

iPad,iPhoneでの使用が可能。

バッジ型ウェアラブルマイク端
末AmiVoice® Front 

WT01

ハンズフリー



「音声認識辞書」

高層 遮蔽物 広いヤード 地下 山間 トンネル

正確な音声認識は
辞書が命！



使用する音声認識エンジンに合わせて、専門のエンジニアがその入力
用途ごとに専用の「音声認識辞書」

帳票定義の作成と同時に音声認識エンジンに最適化された専用の
「音声認識辞書」

「音声認識辞書」 ユーザー自身で専用
のUIから簡単に追加編集することが可能。独自の発話に対応。
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90dB
騒々しい工場の中、大声による独唱、

犬の鳴き声(正面5m）

正確な音声認識のために
専用マイクの使用をお勧めください





• 手順１：クラスターの呼び出し・移動
音声入力対象のクラスターを呼び出し・移動して、音声での入力待ち状態にします。
※全てのクラスターにおいて呼出し用の音声認識辞書の登録が必要。

• 手順２：クラスターへの入力
音声での入力待ち状態のクラスターに音声で入力します。
※単一選択、複数選択、トグル選択の選択値は音声認識辞書の登録が必要。
※数値選択、数値、時間数、年月日、カレンダー年月日、時刻、チェックは

共通辞書を使用するため辞書設定は不要。

①クラスターへの入力

②共通：クラスターの編集操作
• 入力の確定、キャンセル、クリア、REDO、UNDOなどのクラスターの編集操作

③共通：シート操作
• シート移動（ページの移動）などのシート操作

④共通：サーバーメニュー操作

• ローカル保存、サーバー保存などのサーバーメニュー操作

・音声入力時でも、手動操作は可能です。
・音声入力するには帳票定義に音声認識辞書が設定されている必要があります。
※音声認識辞書は、Designer,Managerで設定します。
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例）クラスター名称:”天気” 
呼び出し名「てんき」

選択値:“晴れ”「はれ」 、“曇り”「くもり」、“雨”「あめ」
のとき

「てんきはれ」と、発話することにより、
クラスター名称:”天気” に入力値”晴れ”を入力し、移動します。

呼び出し、入力を連続して話すことで一連の操作を一度に行うことができます

クラスターの呼び出し・移動→クラスターへ入力の2段階での手順を踏まずに

呼び出し・入力値の連続発話によって一連の操作を一度に行うことができます。



• 帳票編集者は帳票を見なくても、アンサーバックの内容を確認して帳票の状態を知ることができます。

音声入力すると、その音声に対し何を操作したのかを、必ずアプリが音声で返し
てくれます。これを アンサーバック と呼びます。

測定者

測定者

測定者

単一選択クラスター
『測定者』を呼び出し

単一選択クラスター
『測定者』を選択したことを

アンサーバック



呼び出し・入力値の連続発話
クラスター呼び出し＋入力値 → クラスター呼び出し＋入力値→…

「測定者 水野」

単一選択クラスター
『測定者』呼び出し

と
”水野”の選択と入力

を同時に実行

「測定日 今日」

「測定日 今日」

年月日クラスター
『測定日』呼び出し

と
”2017/05/08”の選択と入力

を同時に実行
アンサーバック

「測定者 水野」

アンサーバック



選択値”水野”を選択

単一選択クラスター
『測定者』呼び出し

呼び出し

クラスター呼び出し→入力→確定→クラスター呼び出し→…

「測定者」

「測定者」

アンサーバック

「水野」

「水野」

アンサーバック

「OK」

「OK」

アンサーバック

「測定日」

「測定日」

アンサーバック

選択値”水野”
で入力値確定

年月日クラスター
『測定日』呼び出し



選択値”水野”を選択

単一選択クラスター
『測定者』呼び出し

呼び出し

クラスター呼び出し→入力→クラスター呼び出し→入力…
（確定と発話せずに入力するクラスターを呼び出し）

「測定者」

「測定者」

アンサーバック

「水野」

「水野」

アンサーバック

「測定日」

「測定日」

アンサーバック

選択値”水野”を確定して
年月日クラスター
『測定日』呼び出し



選択値”水野”を選択

単一選択クラスター
『測定者』呼び出し

呼び出し

クラスター呼び出し→入力→次→…
（確定と発話せずに、次の入力順番のクラスターへ）

「測定者」

「測定者」

アンサーバック

「水野」

「水野」

アンサーバック

「つぎ」

「測定日」

アンサーバック

選択値”水野”を確定して
年月日クラスター
『測定日』呼び出し



『音声入力モード』に、なっている
場合はiPadアプリ画面上部に
マイクの音量のインジケーター

が表示されます。

保存メニュー
を音声で操作

前のシートにページ移動
を音声で操作

次のシートにページ移動
を音声で操作

シート移動
を音声で操作

UNDO・REDO
を音声で操作

クリアを音声
で操作

ローカル保存
を音声で操作

必須チェック
を音声で操作



音声入力が可能なクラスターと必要な音声認識辞書



音声入力が可能なクラスターと必要な音声認識辞書



音声認識辞書の編集画面

音声認識辞書の編集画面は「クラスター呼び出し設定」と「選択値入力設定」の2種類があり、画面上部のタブ
で切り替えを行います。

■クラスター呼び出し設定

各クラスターを呼び出すための音声認識辞書を編集します。

■選択値入力設定

「単一選択」「複数選択」「トグル選択」クラスターの選択肢から入力を行うための音声認識辞書を編集
します。（その他のクラスターは共通辞書を使用するため編集を行う必要はありません。）

クラスター呼び出し設定画面 選択値入力設定画面

タブ切り替え



クラスターの呼び出し名称と、そのアンサーバック

■呼び出し名称（ひらがな）

該当するクラスターまたは選択肢を呼び出す際にユーザーが発する音声を認識するための辞書を
『ひらがな』で指定します。カンマ区切りで指定することで複数の呼び出し名称を指定することができます。

■アンサーバック

該当するクラスターまたは選択肢を呼び出した際にアプリが返事として読み返す音声を指定します。
平仮名だけでなく、カタカナ、漢字、数字、英語でも指定が可能です。１つのみ指定することができます。

クラスター呼び出し設定画面及び選択値入力設定の両方において、
クラスターの呼び出し名称と、そのアンサーバックを設定します。

そくていび 測定び

呼び出し名称 アンサーバック

iPad、iPhone

ひづけ

ねんがっぴ

ど
れ
で
も
呼
出
し
可
能

アンサーバックは、ひらがなより
漢字の方が自然に発話します。
漢字の通常の呼び名と変えた
い場合には、ひらがなで設定し
ます。
測定日→『そくていひ』と発話
測定び→『そくていび』と発話



クラスター呼び出し設定画面での編集

絞り込み検索。

現在表示されているデータに対して

条件を付けて絞り込み表示します。

「チェック項目で選択値入力を絞り込み」ボタン

呼び出し名称、アンサーバックを

手動編集できます。

項目をダブルクリックすると編集モー

ドになります。

クラスター情報を表示。

編集はできません。

「チェック項目で選択値入力設

定を絞り込み」ボタン使用時に

対象としたいデータにチェックを入

れます。

現在表示中のデータ全ての

チェックを一括でon/off



選択値入力設定画面での編集

呼び出し名称、アンサーバックを

手動編集できます。

項目をダブルクリックすると編集モー

ドになります。

選択肢の情報として

値とラベルを表示。

編集はできません。

絞り込み検索。

現在表示されているデータに対して

条件を付けて絞り込み表示します。

この選択肢を使用している

クラスターのシートNo.と

クラスター名称を表示します。

（シートNo. : クラスター名称）

複数ある場合はカンマ区切りで

表示します。編集はできません。



『最強のインプッターを目指して』
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